
抗ウイルス剤
の開発

細胞生物学ウイルス学

結晶構造学

分子生物学

酵素生化学

未来をつくる大学 の研究室
最先端の研究を大学の先生が誌上講義！

40

２０１１年末時点で、全世界で約３４２０万人、日本では約１万４０００人が感染しているといわれるＨＩＶ（ヒト

免疫不全ウイルス）。細菌やカビなどに対する免疫機能を破壊するＡＩＤＳ（後天性免疫不全症候群）を発

症させるウイルスとして恐れられているが、現在では抗ウイルス剤が開発され、適切に服用すればＡＩＤＳは

発症せず、非感染者と同等と言ってよい程に長く生存できるようになった。この抗ウイルス剤を世界で最初

に開発したのが、熊本大大学院の満屋裕明教授だ。ＡＩＤＳ撲滅を目指し、現在も新薬を研究し続けている。

大学院生の
主な出身分野

◎大学院生の出身学部は
医学部が多いが、博士課
程では、薬学系や工学系
の出身者も多い。他に、
アメリカなどからの研究
員が在籍する。

研究成果と
社会のかかわり

◎研究室での成果は、そ
のまま治療薬の開発に結
び付く。また、研究過程
で、別の病気の治療薬に
結び付くような発見もあ
る。

ＡＩＤＳの発症を防ぐ
抗ウイルス剤の新薬を開発

熊本大大学院 生命科学研究部 血液内科・膠原病内科・感染免疫診療部 満屋裕明研究室

フローチャートで分かる満屋研究室

研究にかかわる
学問分野と研究内容

◎研究室は、血液内科・感染免疫診療部に属する。抗
ウイルス剤の開発には、医学の知識はもちろん、ウイ
ルス学、細胞生物学、結晶構造学、分子生物学、酵素
生化学など、細胞やウイルスを構成するタンパク質、
核酸などに精通していることも必要になる。

化学

薬学

医学

工学
など

新薬の開発

病気の治療
など
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　医学を志す人は理想を掲げることが何よりも大切だと思います。私は、人は生まれながら
に平等であり、全ての人が豊かで幸せな生活が送れる世の中をつくれるような職業に就きた
いと考え、医師になることを選びました。医学ほど、直接、人の幸せにつながる分野はあり
ません。医師や看護師の言動が、痛みと死に恐怖を感じている患者の心を和らげることが
出来るのです。
　研究では、全精力をつぎ込む気持ちで取り組むことが重要です。病気が治ることは、患
者だけでなく、周りの人も幸せにします。私は、一番恐れられている病気を治療したいと思い、
免疫不全症候群や白血病、ＡＩＤＳの研究をしてきました。治療法はおろか、原因がよく分か
らない病気の研究では、うまくいかないことがもちろんあります。しかし、それは失敗では
なく成功への過程であり、その原因を突き止め、次につなげることが重要なのです。

人々の幸せを守るという正義感と使命感
医学が求める学生像

「よく学び、よく遊べ」。若い時に最も大切なことです。私は学生時
代に、政治運動に参加していました。政治学、経済学、哲学、芸術と

あらゆる分野の本を読み、そこで得られた知識を使って意見を戦わせていました。見る、聞く、知
る、考えるがセットになって蓄積されていったことは、20代後半になって、自分の知的世界を形成
する礎になりました。勉強するだけでも、遊ぶだけでも駄目。両方を一生懸命に取り組んで、いろ
いろなことを吸収していってほしいと思います。

高校生へのメッセージ

研究に全精力をつぎ込む使命感

大勢の人の幸せに貢献したいという正義感

失敗の原因を追及し、次に生かす姿勢

　

私
た
ち
の
研
究
室

で
は
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の

治
療
薬
を
研
究
し
て

い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

は
、
免
疫
細
胞
が
Ｈ

Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
こ

と
で
、
細
菌
や
カ
ビ

に
よ
る
感
染
な
ど
か

ら
体
を
守
る
免
疫
機
能
が
働
か
な
く
な
る

病
気
で
す
。
通
常
な
ら
ば
侵
入
を
防
げ
る

よ
う
な
病
原
菌
や
カ
ビ
に
感
染
し
や
す
く

な
り
、
肺
炎
や
が
ん
な
ど
に
よ
る
死
亡
率

が
高
く
な
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
後
、

治
療
を
し
な
け
れ
ば
、
１
年
以
内
に
50
％

が
、
２
年
以
内
に
90
％
が
死
亡
す
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
、
増

殖
し
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発

症
は
抑
え
ら
れ
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
体
内
に

入
っ
て
か
ら
増
殖
す
る
ま
で
の
過
程
を
解

明
し
、
そ
の
ど
こ
か
を
阻
害
す
れ
ば
よ
い

の
で
す
。
現
在
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
抗
ウ
イ
ル
ス

剤
は
20
数
種
類
が
実
用
化
さ
れ
て
お
り
、

ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
防
ぐ
仕
組
み
か
ら
分

類
し
て
、
治
療
薬
に
は
逆
転
写
酵
素
阻
害

剤
、
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
阻
害
剤
、
融
合
阻
害

剤
、Ｃ
Ｃ
Ｒ
阻
害
剤
、イ
ン
テ
グ
ラ
ー
ゼ
阻

害
剤
の
５
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
薬
を
組
み
合
わ
せ
た
多
剤
併
用
療
法

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
き
ち
ん
と
服

用
す
れ
ば
発
症
は
抑
え
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
副
作
用
は
あ
る
も
の
の
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感

染
し
て
も
40
年
、
50
年
と
生
き
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
死
の
病

で
は
な
く
な
り
、
治
療
可
能
な
慢
性
感
染

症
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

元
々
、
私
が
医
学

を
志
し
た
の
は
、
母

の
勧
め
に
よ
る
も
の

で
し
た
。
親
孝
行
を

し
た
い
気
持
ち
も

あ
っ
て
、
熊
本
大
医

学
部
に
入
学
。
卒
業

後
は
附
属
病
院
の
血

液
内
科
に
入
局
し
、「
加
齢
と
免
疫
」
を

研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
た
教
授
の
下
で
、

原
発
性
免
疫
不
全
症
の
研
究
を
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
の
業
績
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
で
し
ょ
う
か
、
32
歳
の
時
、
ア
メ

リ
カ
国
立
癌
研
究
所
（
Ｎ
Ｃ
Ｉ
）
に
留
学
。

九
州
に
感
染
者
の
多
い
成
人
Ｔ
細
胞
白
血

病
の
病
原
菌
で
あ
る
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病

ウ
イ
ル
ス
の
研
究
を
し
ま
し
た
。
日
本
で

は
外
来
と
入
院
患
者
を
担
当
し
な
が
ら
の

研
究
で
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
研
究
に

没
頭
で
き
、
渡
米
半
年
で
い
く
つ
も
の
論

研究概要

ＡＩＤＳが発症しないよう
ＨＩＶの増殖を防ぐ
治療薬を作る

研究のきっかけ、成果

世界初の
ＡＩＤＳ治療薬を

開発

満
屋
裕
明
　

教
授

み
つ
や
・
ひ
ろ
あ
き　

熊
本
大
大
学
院
生
命
科
学
研
究
部
教
授
。
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ

「
エ
イ
ズ
制
圧
を
目
指
し
た
国
際
教
育
研
究
拠
点
」
拠
点
リ
ー
ダ
ー
。
熊
本
大
医
学
部

卒
業
。
熊
本
大
医
学
部
助
手
を
経
て
、ア
メ
リ
カ
国
立
癌
研
究
所
（
Ｎ
Ｃ
Ｉ
）
に
留
学
。

１
９
９
１
年
Ｎ
Ｃ
Ｉ
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
部
部
長
、
97
年
熊
本
大
医
学
部
教
授
、

２
０
１
２
年
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
・
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
、
現

在
も
各
職
を
務
め
る
。２
０
０
７
年
紫
綬
褒
章
を
受
章
。慶
應
医
学
賞
他
、受
賞
歴
多
数
。

１

2

3

3
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文
を
発
表
で
き
る
ほ
ど
の
成
果
を
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
１
９
８
４
年
、

当
時
爆
発
的
に
広
ま
っ
て
い
た
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

の
治
療
法
の
確
立
が
、
ア
メ
リ
カ
の
保
健

衛
生
上
の
最
優
先
事
項
と
な
っ
た
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
実
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
感
染
す
る

細
胞
と
、
私
が
研
究
し
て
い
た
ヒ
ト
Ｔ
細

胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
す
る
細
胞
は

同
一
の
も
の
で
、
人
の
免
疫
の
仕
組
み
を

統
括
す
る
Ｃ
Ｄ
４
陽
性
細
胞
だ
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
、
私
は

Ｃ
Ｄ
４
陽
性
細
胞
の
ク
ロ
ー
ン
を
つ
く
る

方
法
を
確
立
さ
せ
て
お
り
、
治
療
薬
開
発

の
研
究
開
始
に
有
利
な
立
場
に
い
ま
し
た
。

死
の
病
と
恐
れ
ら
れ
て
い
る
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を

治
療
す
る
薬
な
ら
ば
、
全
世
界
に
必
要
と

し
て
い
る
人
が
大
勢
い
る

│
。
私
は
新

し
い
研
究
に
着
手
し
た
の
で
す
。

　

当
時
分
か
っ
て
い
た
の
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が

細
胞
を
傷
つ
け
る
機
能
を
持
つ
レ
ト
ロ
ウ

イ
ル
ス
で
あ
る
こ
と
。
そ
こ
で
、
最
初
の

標
的
は
逆
転
写
酵
素
に
し
、
こ
の
阻
害
剤

を
探
そ
う
と
見
込
み
の
あ
る
物
質
で
片
っ

端
か
ら
実
験
し
ま
し
た
。
た
だ
、
助
手
は

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
危
険
を
理
由
に
実
験
の
補

助
を
断
り
、
同
僚
に
は
実
験
に
研
究
室
を

使
う
な
ら
辞
職
す
る
と
言
わ
れ
、
私
は
理

解
を
示
し
て
く
れ
た
他
の
研
究
室
を
夜
間

に
借
り
、
１
人
で
実
験
を
続
け
ま
し
た
。

　

や
っ
と
効
果
の
あ
り
そ
う
な
物
質
が
見

付
か
り
ま
し
た
が
、
臨
床
実
験
で
効
果
が

得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
、

私
は
逆
転
写
酵
素
の
働
き
を
阻
害
す
る
小

分
子
化
合
物
は
な
い
か
探
し
始
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
共
同
研
究
を
し
て
い
た
製
薬
会

社
か
ら
、
マ
ウ
ス
の
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

は
活
性
は
あ
る
も
の
の
、
ヒ
ト
の
レ
ト
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
活
性
は
不
明
で
あ
る

Ａ
Ｚ
Ｔ
と
い
う
物
質
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
と
に
か
く
調
べ
て
み
よ
う
と
考
え
、

実
験
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

感
染
せ
ず
、
強
い
毒
性
も
見
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
す
。
続
い
て
行
っ
た
臨
床
実
験
で

も
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
、
87
年
、
つ
い

に
世
界
で
初
め
て
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
抗
ウ
イ
ル

ス
剤
が
実
用
化
さ
れ
た
の
で
す
。

　

Ａ
Ｚ
Ｔ
に
は
強
い

副
作
用
が
あ
り
、
ま

た
１
種
類
の
薬
を
長

期
的
に
服
用
す
る
こ

と
に
よ
り
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

耐
性
が
生
ま
れ
、
効

果
は
限
定
的
で
し
た
。

し
か
し
、
私
は
こ
の

成
果
を
基
に
２
つ
の
新
た
な
薬
を
独
自
に

開
発
。更
に
、プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
阻
害
剤
と
い

う
全
く
別
の
仕
組
み
に
よ
る
抗
ウ
イ
ル
ス

剤
が
開
発
さ
れ
、
Ａ
Ｚ
Ｔ
な
ど
と
の
併
用

に
よ
り
効
果
を
格
段
に
強
く
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
研
究
は
失
敗
や
成
功
を

基
に
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
を
突
き
詰

め
て
考
え
、
そ
れ
を
生
か
す
こ
と
に
よ
っ

て
の
み
前
に
進
み
ま
す
。
現
在
は
５
つ
め

の
薬
を
開
発
中
で
す
が
、
そ
の
方
法
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
完
全
に
取
り
除

く
治
療
法
は
な
く
、
発
症
を
抑
え
る
に
は

薬
を
服
用
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
突
然
変
異
を
来
し
て
、
薬
が
効

か
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
薬
が
何

種
類
開
発
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
十

分
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
研
究
を
不
断
に

重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
私
の

使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

❶
逆
転
写
酵
素
阻
害
剤
、
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ

阻
害
剤
、
融
合
阻
害
剤
、
Ｃ
Ｃ
Ｒ
阻
害
剤
、

イ
ン
テ
グ
ラ
ー
ゼ
阻
害
剤

　

い
ず
れ
も
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
体

内
で
増
殖
す
る
過
程
を
ど
こ
か
で
阻
害
し
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
増
殖
を
防
ぐ
。
例
え
ば
、
逆
転
写

酵
素
阻
害
剤
は
、
満
屋
教
授
が
最
初
に
開
発

し
た
薬
の
種
類
で
あ
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
遺
伝
子

の
複
製
に
関
与
す
る
逆
転
写
酵
素
を
阻
害
す

る
。
逆
転
写
酵
素
は
、Ｒ
Ｎ
Ａ
（
リ
ボ
核
酸
）

を
型
に
し
て
Ｄ
Ｎ
Ａ（
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
）

を
合
成
（
逆
転
写
）
す
る
酵
素
の
こ
と
。

❷
原
発
性
免
疫
不
全
症

　

先
天
的
な
要
因
に
よ
り
、
免
疫
系
の
い
ず

れ
か
の
部
分
に
欠
陥
が
あ
る
疾
患
。
抵
抗
力

が
弱
く
、感
染
症
や
が
ん
に
か
か
り
や
す
い
。

❸
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
、
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白

血
病
ウ
イ
ル
ス

　

成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
は
、
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白

血
病
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
原
因
で
起
こ
る
白

血
病
の
一
種
。
日
本
で
は
感
染
者
が
特
に
九

州
に
多
い
こ
と
が
、統
計
上
分
か
っ
て
い
る
。

❹
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス

　

Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
の
中
で
も
、
逆
転
写
酵

素
を
持
つ
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
。
ウ
イ
ル
ス
の

核
酸
は
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
か
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
ど
ち
ら
か
し

か
含
ま
れ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ
イ

ル
ス
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
に
種
別
さ
れ
る
。

ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ

も
、
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
一
種
。

研究の展望

実験結果の理由を
突き詰めて考え
次に生かす

アメリカから留学中の Joseph R. Campbell さ
ん。実験は地道な作業の繰り返しである。

用
語
解
説

４
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中
学
時
代
に
大
好
き
だ
っ
た
祖

母
を
病
気
で
亡
く
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
薬
を
作
る
研
究
者
に
な
り

た
い
と
思
い
始
め
ま
し
た
。
医
者
も
考
え

ま
し
た
が
、
薬
な
ら
ば
一
度
に
大
勢
の
人

を
治
療
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

大
学
は
京
都
大
工
学
部
に
進
学
。
薬
に

直
結
す
る
の
は
薬
学
部
で
す
が
、
よ
り
広

い
視
野
で
研
究
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
製
薬
会
社
へ
の
就
職
実
績
も
あ
る

工
学
部
に
し
ま
し
た
。
修
士
・
博
士
課
程

で
は
分
子
生
物
学
を
専
攻
し
、
主
に
診
断

薬
の
研
究
を
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
時
に

Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療
薬
の
第
一
人
者
で
あ
る
満
屋

教
授
の
研
究
室
を
知
り
、
治
療
に
直
結
す

る
薬
を
研
究
で
き
る
こ
と
、
世
界
的
に
著

名
な
先
生
の
下
で
経
験
を
積
め
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
こ
の
研
究
室
に
入
り
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
含
ま
れ
る
プ
ロ
テ

ア
ー
ゼ
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
分
解

酵
素
に
は
タ
ン
パ
ク
質
を
切
断
す
る
機
能

が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
成
熟

し
、
増
殖
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
の
機
能
を

阻
害
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
増

殖
が
防
げ
る
の
で
す
。
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
阻

害
剤
は
数
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
長
年
服

用
を
し
て
い
る
と
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
突
然
変
異

し
て
薬
が
効
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
と
は
違
う
方
法
で

プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
の
機
能
を
阻
害
で
き
な
い

か
、
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

発
端
は
、
以
前
、
研
究
室
で
ダ
ル
ナ
ビ

ル
と
い
う
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
阻
害
剤
を
開
発

し
て
い
た
時
に
、
既
存
の
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ

阻
害
剤
と
は
違
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
プ
ロ
テ

ア
ー
ゼ
を
阻
害
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と

分
か
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
私
は
、
そ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら

研
究
を
始
め
、
現
在
は
薬
学
部
の
研
究
者

と
共
同
で
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

研
究
は
、
成
功
と
失
敗
の
繰
り
返
し
で

す
。
予
想
通
り
の
結
果
が
出
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
し
、
思
う
よ
う
な
結
果
が
出
な
け

れ
ば
、
原
因
は
何
か
を
突
き
詰
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
れ
が
研
究
の
醍
醐

味
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
工
学
部
出
身
で

す
が
、
医
学
や
薬
学
の
研
究
者
と
一
緒
に

研
究
す
る
こ
と
で
視
野
が
広
が
り
、
研
究

に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
な
い
時
は
、
正

直
に
言
っ
て
し
ん
ど
い
で
す
。
問
題
に
必

ず
正
解
が
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
１
年
研
究

し
て
も
５
年
研
究
し
て
も
、
成
果
が
得
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
や
め

て
し
ま
え
ば
そ
れ
で
終
わ
り
で
、
一
生
懸

命
続
け
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
目
的
を
達
成
し
た
時
の
喜
び
は

格
別
で
あ
り
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

英
語
は
し
っ
か
り
勉
強
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
研
究
で
は

英
語
の
論
文
を
読
み
、
学
会
で
は
英
語
で

ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
す
。
私
は
英
語
が
苦
手

で
、
文
法
は
頭
に
入
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

単
語
が
と
っ
さ
に
出
ず
に
、
海
外
の
研
究

者
と
話
す
時
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
夢
が
あ
り
、
そ
の
過
程

に
大
学
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
受
験
勉
強
を

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
大

学
に
合
格
す
る
こ
と
が
、
夢
へ
の
第
一
歩

な
の
で
す
か
ら
。　

Q

Q

Q

な
ぜ
こ
の
分
野
に

進
ん
だ
の
で
す
か

現
在
の
研
究
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い

高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

A

A

A

私

大学院生が語る

新しい方法で治療する
ＡＩＤＳの新薬を研究

林宏典さん

はやし・ひろのり　熊本大大学院生命科学研究部総
合医薬科学部門後期博士課程３年。兵庫県立北

ほく

摂
せつ

三
さん

田
だ

高校卒業

●２年生の時に、今でも一番といえる
親友と出会いました。彼は、私とは対
照的に、社交的で、友だちも大勢い
て、勉強もしていましたが、遊ぶのが
大好きでした。彼が何かというと私を
外に連れ出してくれたおかげで、人見
知りしやすい私でもたくさんの人と出
会い、人間性が豊かになったと思いま
す。内に閉じこもらず、多くの人と知
り合いになることは大切です。
　また、研究者になりたいと思ってい
た私は、３年間、勉強に一生懸命打ち
込みました。大学に入って分かりまし
たが、高校までの学習は広く浅いもの
であり、大学でより深く学んでいきま
す。私は教科書を読んでいても疑問に
思うことがかなりあったのですが、大
学の授業でそれらの疑問は解消されて
いきました。「なぜこんなことを学ぶ
のか」と疑問に思うことがあるかもし
れませんが、高校での学びは大学での
研究の土台となるものなのです。

世界が広がった
人との出会い

の高校時代

39 October  2012


